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税 務 相 談
会社・商店等の経営・経理問題
や、税務の問題について、専門の
税理士が相談に応じます。お気軽

にどうぞ。相談日…毎週金曜日/
午後1時～4時。区役所( 1階)
区民相談室。料金無料

足立の新名所

芭蕉の紀行碑できる
区
内
十
四
か
所
に

史
跡
旧
跡
の
標
柱
も

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
世
の
中
に
、昔
か
ら
残
さ
れ
て
き
た
文
化
財
や
史
跡
が
姿
を
消
し

て
い
き
ま
す
。教
育
委
貝
会
で
は
、文
化
財
の
保
護
調
査
を
多
年
に
わ
た
り
行
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
、史
跡
・
旧
跡
を
伝
え
る
碑
石
・
標
柱
を
建
て
る
こ
と
に
な

り
、十
月
十
二
日
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、芭
蕉
の
紀
行
碑
の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「足
立
」の
地
名
の
起
こ
り
は
、

承
平
年
間
(
九
三
一
～
七
年
)
の
和

名
抄
に
「阿
太
知
」と
あ
る
こ
と
に

よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。(
湿
地

帯
で
葦
が
茂
っ
て
い
た
の
で
葦
立
と

い
わ
れ
た
、と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
)

こ
の
よ
う
に
、
足
立
区
の
歴
史
は

古
く
、
多
く
の
文
化
財
や
史
跡
・
旧

跡
が
あ
り
ま
す
か
、
時
代
の
流
れ
や

町
づ
く
り
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
れ
を

語
る
遥
跡
は
而
彫
を
か
え
、
時
に
は

そ
の
姿
す
ら
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い

ま
す

。
し
か
し
、
長
い
歴
史
の
積
み

か
さ
ね
に
よ
っ
て
今
の
足
立
が
あ
り

私
だ
ち
か
現
在
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
き
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
や
先
人
の
足

跡
は
、
大
切
に
残
し
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
に
、
教

育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
の
保
護
調

査
を
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て

、
今
年
度
か
ら
史

跡
・
旧
跡
を
史
実
に
も
と
づ
い
て
、

後
世
に
伝
え
残
す
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
碑
石
や
標
柱
を
建
て
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

足
立
の
あ
ち
こ
ち
に

史
跡
・
旧
跡
が

史
跡
・
旧
跡
の
碑
石
や
標
柱
を
た

て
る
事
業
は
、
今
年
度
十
五
か
所
に

決
定
し

、
芭
蕉
の
紀
行
碑
や
千
住
宿

問
屋
場
跡
な
ど
が
建
て
ら
れ
ま
し
た

か
、
そ
の
設
置
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
芭
蕉
の
碑
　
千
住
橋
戸
町
大
橋
公

園
内

▽
新
旧
日
光
道
中
分
岐
点
　
千
住
河

原
町
二
三
先

▽
大
師
道
　
河
原
町
三
八
-
三
先

▽
掃
都
堤
　
千
住
仲
町
三
三
先

▽
一
里
塚
跡
　
千
住
仲
町
五
六
先

▽
高
札
場
跡
　
千
佳
仲
町
五
七
先

▽
問
屋
場
跡
　
千
住
一
-
五
二
先

▽
鳥
見
屋
敗
あ
と
　
千
住
一
-
一
六

▽
森
鴎
外
旧
居
　
千
住
一
一

七
二

(
都
税
事
務
所
内
)

▽
本
陣
跡
　
子
住
三
上
二四

▽
水
戸
街
道
　
千
住
五
-
六
八
先

▽
下
妻
街
道
　
千
住
五
-
七
九
先

▽
旧
日
光
道
中
　
梅
田
六
-
五
先

▽
増
田
橋
跡
　
竹
の
塚
二
-
一
〇

▽
白
旗
塚
　
東
伊
興
町
三
一

お
く
の
ほ
そ
道

矢
立
初
の
碑

俳
人
松
尾
芭
蕉
の
「
お
く
の
ほ
そ

道
」
旅
立
ら
の
地
点
と
し
て
、
千
住

橋
戸
町
・
大
橋
公
園
に
、
「
お
く
の

ほ
そ
道
矢
立
初
の
碑
」
が
建
て

ら

れ
、
芭
蕉
忌
に
あ
た
る
十
月
十
二
日

に
除
幕
式
か
行
な
わ
れ
ま
し
た

。

こ
の
碑
は
高
さ
一
四
七
㌢
、幅
一

九
〇
㌢
の
自
然
石
に

「千
じ
ゅ
と
云
所
に
て
船
を
あ
か

れ
は
、
前
途
三
千
里
の
お
も
ひ
胸

に
ふ
さ
が
り
て
、
幻
の
ち
ま
た
に

離
別
の
泪
を
そ
ゝ
く

行
春
や
鳥
啼
魚
の
目
は
泪

是
を
矢
立
の
初
と
し
て
、
行
道
な

を
す
ゝ
ま
ず
。
人
々
は
途
中
に
立

ち
な
ら
び
て
、
後
か
け
の
見
ゆ
る

迄
は
と
見
送
な
る
べ
し
」

と
い
う
有
名
な
文
章
を
黒
御
影
石
に

刻
し
て
は
め
込
み
、
裏
面
に
は
解
説

を
記
し
た
も
の
を
は
め
込
ん
で
あ
り

ま
す
。

千
住
大
橋
公
園
に
で
き
た

芭
蕉
の
紀
行
碑

あ
な
た
は
タ
バ
コ
を

ど
こ
で
買
い
ま
す
か

忙
が
し
い
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て

吸
う
た
ば
こ
の
味
は
格
別
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
ぱ
こ
は
ど
こ

で
お
買
い
に
な
り
ま
す
か
。

区
の
収
入
の
中
に
「
特
別
に
た
ば

こ
消
費
祝

」
と
い
う
の
が
あ
り
、
区

内
で
買
わ
れ
た
た
ば
こ
の
数
に
応
じ

て

、
区
の
収
人
が
増
え
ま
す
。

こ
の
税
収
入
は
、
環
境
整
備
や
福

祉
事
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

た
ば
こ
は
区
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

芸
術
の
秋
を
飾
る

足
立
区
文
化
祭

足
立
区
文
化
祭
は
、
菊
か
お
る
十

月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
に

か
け
て
の
一
か
月
間
、
区
内
の
各
会

場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

。
み
な

さ
ん
の
多
数
の
ご
観
覧
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す

。

<
総
合
展
覧
会
>

□
茶
道
・
華
道
　
十
一
月
一
日
～
二

日
　
午
前
九
時
～
五
時
(
三
日
は
午

後
四
時
ま
で
)

□
日
本
画
・
彫
塑
　
十
一
月
四
日
～

七
日
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
七

日
は
午
後
四
時
ま
で
)

□
手
芸
・
写
真
　
十
一
月
八
日
～
十
日
　

午
前
九
時
～
午
後
六
時
(
十
日

は
午
後
三
時
ま
で
)

□
書
道
・
水
石
　
十
一
月
十
二
日
～

十
四
日
　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

(十
四
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

▼
以
上
は
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル

<
芸
能
大
会
>

□
総
合
芸
能
(と
く
さ
会
)
　
十
一
月

二
日
　
午
前
十

時
～
午
後
六
時

□
吟
詠
(
吟

詠
連
盟
)
　十
一

月
三
日
　
午
前

九
時
～
午
後
九

時□
邦
楽
舞
踊
(
邦
楽
舞
踊
連
盟
)
　
十

一
月
四
日
　
午
前
十
一
時
～
午
後
五
時

□
民
謡
(
瑞
穂
の
会
)
　
十
一
月
十

日
　
午
前
九
時
～
午
後
九
時

▼
以
上
は
産
業
振
興
館

□
民
踊
(
民
踊
連
盟
)
　

十
月
二
十

七
日
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

□
民
謡
(
民
謡
団
体
連
盟
)
　
十
一
月

三
～
四
日
　
午
前
九
時
～
午
後
九
時

□
洋
舞
踏
(
洋
舞
踊
団
体
連
盟
)
　

十
一
月
九
日
　
午
後
一
時
～
五
時

▼
以
上
は
文
化
会
館

□
社
交
舞
踊
大
会
(
舞
踏
連
盟
)
　

十
一
月
十
六
日
　
午
後
六
時
～
九
時

<
展
覧
会
>

□
洋
画
　
十
一
月
八
日
～
十
四
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

教
育
セ
ン

タ
ー<

大
輪
菊
花
大
会
>

□
第
一
会
場
(
日
本
菊
友
会
・
大
鷲
神

社
献
菊
会
)
　

十
一
月
一

日
～
三
十
日
　

午
前
八
時

～
午
後
六
時
/

花
畑
大
鷲

神
社
境
内

□
第
二
会
場
(
堤
南
菊
友
会
)
　
十

一
月
一
日
～
十
五
日
　
午
前
九
時
～

午
後
五
時
/
南
宮
城
公
園

□
第
三
会
場
(
江
北
菊
友
会
)
　
十

一
月
一
日
～
十
五
日
　
午
前
九
時
～

午
後
六
時
/
鹿
浜
四
丁
目
北
野
神
社

<
各
種
大
会
>

□
謡
曲
大
会
(
謡
曲
連
盟
)
　
十
一

月
三
日
　
午
前
九
時
～
午
後
九
時
/

区
青
年
鉗

□
短
歌
大
会
(
足
立
歌
人
ク
ラ
ブ
)
　

十
一
月
十
日
　
午
後
一
時
上
(
時
/

区
青
少
鉗

□
囲
碁
大
会
(
日
本
棋
院
足
立
支
部
)

十
一
月
三
日
　
午
後
一
時
～
五
時
/

東
洋
工
缶
ホ
ー
ル

□
俳
句
大
会
(
俳
句
連
盟
)
　
十
一

月
三
日
正
午
～
午
後
六
時
/
そ
ば

久
別
館

□
将
棋
大
会
(
日
本
将
棋
連
盟
足
立

支
部
)
　

十
一
月
三
日
　
午
前
十
時

～
午
後
九
時
/
正
和
ク
ラ
ブ

わたしの便利帳

配布しています

区
と
都
で
共
同
で
作
製
し
た
「わ

た
し
の
便
利
帳
4
9
年
版
」

(写
真
)
を
た
だ
い
ま
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
配
り

し
て
い
ま
す
。

こ
の
便
利
帳
は
、
日
常

生
活
に
必
要
な
役
所
の
手

続
き
や
皆
さ
ん
が
利
用
で

き
る
施
設
な
ど
の
案
内
を

載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い

。

今
ま
で
の
便
利
帳
と
ち

が
い
、
倍
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
「
区
内
の
見
ど
こ
ろ
」
を
入

れ
る
な
ど
、
内
容
も
活
宇

も
変
え
て
み
ま
し
た
。

な
お
、十
一
月
中
旬
ま

で
に
、区
内
の
全
家
庭
に

お
届
け
す
る
予
定
で
す
の

で
、届
い
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

も
し
、そ
れ
ま
で
に
届

か
な
い
ご
家
庭
は
、区
役

所
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

訂
正
こ
の
便
利
帳
の
一
七
ペ
ー
ジ
、

応
急
小
口
資
金
の
金

額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
ま
す
。
五
〇
万
円
↓
五
万
円

秋
植
え
の
苗
木
を

差
し
上
げ
ま
す

街
を
み
ど
り
豊
か
に
す
る
た
め
に

区
と
都
で
は
、苗
木
を
無
料
で
お
わ

け
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、往
復
ハ

ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。(

十
月
二
十
六
日
の
消
印
ま
で
有
効
)

◎
苗
木
の
種
類
・
本
数
・
高
さ

か
き
…
四
五
〇
〇
本
　
六
〇
㌢

つ
つ
じ
…
一
〇
〇
〇
本
　
五
五
㌢

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
…
一
三
〇
〇
本
　

六
〇
㌢

と
う
ね
ず
み
も
ち
…
五
〇
本
　
一

八
〇
㌢

ア
カ
シ
ア
…
五
〇
本
　
一
七
〇
㌢

◎
配
布
日
時

十
一
月
十
四
日
(
木
)
午
後
二
時

～
四
時

◎
配
布
場
所

▽
区
役
所
本
庁
舎
仲
町
分
室
(
千

住
仲
町
五
四
)

▽
区
役
所
第
二
庁
舎
(
梅
田
七
丁

目
三
三
-

七
)

▽
第
十
三
出
張
所
分
室
(
江
北
西

部
土
地
区
画
盤
理
組
合
仮
番
一

七
-
三
)

▽
竹
の
塚
六
号
公
園
(
竹
の
塚
二

丁
目
二
五
-
三
　
教
育
セ
ン
タ

ー
と
な
り
)

▽
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
(
谷
中
二
丁

目
四
-
一
　
綾
瀬
警
察
署
の
南

側
)

◎
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
の
裏
に
、希

望
す
る
苗
木
の
種
類
・
配
布
場
所
・

住
所
・
氏
名
を
、ま
た
返
信
の
お
も

て
に
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便

番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
一
二
〇
足

立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
　
足
立
区
役

所
環
境
課
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

(
返
信
の
裏
は
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
)

※
な
お
、ご
希
望
の
樹
種
が
申
込
多

数
の
場
合
は
、ハ
ガ
キ
の
先
着
順

と
し
ま
す
。

ま
た
、
柿
に
つ
い
て
、
す
で
に
申

込
ま
れ
た
方
に
は
、
当
日
配
布
し
ま

す
。

去年の苗木配布も大好評

10月のセンター・児童館・老人館 だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
―
七
一
〇
一

■
老
人
無
料
健
康
相
談
-
十
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
…

定
員
二
十
名
　
■
バ
ト
ン
ク
ラ
ブ
-
十
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後

二
時
　
■
セ
ン
タ
ー
音
楽
会
-
十
月
二
十
七
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■

版
画
教
室
-
十
一
月
九
日
(
土
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
-
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談
-
十
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■

老
人
民
謡
教
室
-
十
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
二
時
…
定
員
三
十
名
　
■

老
人
詩
吟
教
室
-
十
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
…
定
員
三

十
名
　
■
子
ど
も
映
画
会
-
十
月
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　八
九
七
-五
〇
一
六

■
老
人
民
謡
教
室
-
十
月
二
十
二
日
(
火
)
午
後
二
時
　
■
児
童
映

画
会
-
十
月
二
十
七
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
ゲ
ー
ム
遊
び

を
し
よ
う
-
十
一
月
二
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
-

十
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　八
八
二
上
一
七
六
五

■
老
人
民
謡
教
室
-
十
月
三
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■

第
六
回
老
人
演
芸
大
会
-
十
一
月
七
日
(
木
)
午
前
十
時
…
定
員
六

十
名
、申
込
み
は
十
月
二
十
二
日
(
火
)
か
ら
　
■
子
ど
も
映
画
会
-

十
月
二
十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館

　
八
九
七
上
(
九
四
八

■
卓
球
初
心
者
指
導
-
十
月
二
十
三
日
・
三
十
日
(
水
)
午
後
三
時
　

■
ピ
ア
ノ
練
習
日
-
十
月
二
十
五
日
・
十
一
月
一
日
(
金
)
午
前

十
時

□
新
田
老
人
館
・
児
童
館
　
　
九
一
二
-
三
四
二
一

■
老
人
将
棋
大
会
-
十
月
二
十
七
日
(
日
)
午
前
十
時
…
定
員
三
十

二
名
、申
込
み
二
十
日
(
日
)
ま
で
　
■
児
童
卓
球
大
会
-
十
月
二

十
七
日
(
日
)
午
前
十
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　八五
〇
-
八
八
〇
一

■
保
育
講
座
-
十
一
月
七
日
(
木
)
～
十
二
月
十
九
日
(
木
)
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
午
後
六
時
三
十
分
…
定
員
八
十
名

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

■
趣
味
の
楽
焼
-
十
月
二
十
四
日
(
木
)
午
前
十
時
　
■
手
芸
教
室

-
十
一
月
一
日
(
金
)
午
後
二
時
　
■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
-
十

月
二
十
六
日
(
土
)
午
後
三
時
　
■
あ
み
も
の
を
し
よ
う
-
十
月
二

十
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
央
図
書
館

　
八
四
〇
-四
六
四
六

■
展
覧
会
-
十
月
二
十
七
日
(
日
)
～
十
一
月
十
日
(
日
)
午
前
九

時
…
第
六
回
「日
本
の
塔
-
瀬
戸
内
の
塔
」写
真
展
　
■
講
演
-
十

一
月
二
日
(
土
)
午
後
二
時
…
「芭
蕉
と
旅
」(
阿
川
昔
氏
)
、
「

日
光
道
中
物
語
(
勝
山
準
四
郎
氏
)
」　
■
ス
ラ
イ
ド
講
演
-
十
一

月
九
日
(
土
)
午
後
二
時
「瀬
戸
内
の
塔
」(
高
梨
英
夫
氏
)

□
青
年
館
　
　
八
九
〇
-
〇
〇
六
一

■
青
年
文
化
教
室
-
期
間
…
十
月
十
五
日
(
火
)
～
十
一
月
二
十
六

日
(
木
)
の
毎
週
火
・
木
曜
日
　
時
間
-
午
後
六
時
三
十
分
　
科
目

-
版
画
入
門
お
よ
ぴ
和
服
の
着
付
け
　
費
用
-
無
料
(
教
材
費
は
自

己
負
担
)
　
資
格
-
区
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
で
十
六
歳
以
上
二
十

五
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
　
定
員
-
各
五
十
名
(
申
込
み
受
付
中
)

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

こ
ん
な
苦
情
や
疑
問
は

消
費
者
相
談
へ

―
消
費
者
セ
ン
タ
ー
あ
ん
な
い
―

「
M
の
表
示
が
あ
る
セ
ー
タ
ー
を

買
っ
た
ら
、小
さ
く
て
着
ら
れ
な
か

っ
た
…
…
」
「
冷
蔵
庫
を
買
い
た
い

の
だ
が
、
自
分
の
家
に
は
ど
の
よ
う

な
機
種
が
い
い
だ
ろ
う
…
…
」

一
度
は
、み
な
さ
ん
も
心
当
り
の

あ
る
苦
情
や
疑
問
点
だ
と
思
い
ま

す
。そ
う
し
た
時
、み
な
さ
ん
は
ど

う
し
ま
し
た
か
。買
っ
た
商
店
で
交

換
し
て
も
ら
っ
た
人
や
あ
き
ら
め
た

人
、電
気
店
で
カ
タ
ロ
グ
を
集
め
た

人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
、
消
費
者
相
談
を

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

消
費
者
相
談
は
、
こ
と
し
の
夏
オ

ー
プ
ン
し
た
消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
千

住
仲
町
三
・
区
商
振
連
会
館
内
)
に

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
消
費

生
盾
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
・
生
卵

の
合
理
化
や
買
物
な
ど
の
相
談
に
、

専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
答
え
て
く

れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
の

相
談
の
実
例

い
ま
ま
で
の
相
談
実
例
を
あ
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

〝デ
パ
ー
ト
特
売
場
で
子
ど
も
用

パ
ン
タ
ロ
ン
を
買
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

ズ
ボ
ン
つ
り
の
金
具
が
こ
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
な
ん
と
か
し
て
同
じ
金
具

を
手
に
入
れ
た
い
の
だ
が
…
…
〟

―
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
回

着
た
だ
け
で
こ
わ
れ
る
よ
う
な
金
具

は
、
欠
陥
商
品
で
は
な
い
か
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
特
売
品
だ
か
ら
粗
悪

品
で
こ
わ
れ
や
す
い
の
は
仕
方
か
な

い
、
と
い
う
デ
ー
パ
ー
ト
側
の
考
え

は
納
得
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
デ
パ

ー
ト
に
次
の
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。

▽
こ
わ
れ
た
金
具
は
新
し
い
物
と
取

り
か
え
る

▽
こ
わ
れ
た
金
具
は
、
現
在
他
に
苦

情
が
な
い
か
調
査
し
、
不
備
な
点

は
改
め
る

〝
八
月
下
旬
に

買
っ
た
カ
ル
ピ
ス

を
飲
ん
だ

ら
、
昧
に
変
化

が
感
じ
ら
れ

た
。
念
の
た
め

製
造
年
月
日
多

調
べ
た
ら
、
四

十
六
・
一
・
二

十
七
の
日
付
。
そ
ん
な
古
い
も
の
を

売
っ
て
も
よ
い
も
の
か
…
…
〟

―
―
セ
ン
タ
ー
で
は
メ
ー
カ
ー
に
問

い
合
わ
せ
た
。
メ
ー
カ
ー
で
は
、
製

造
後
二
年
を
経
っ
た
も
の
は
回
収
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
商
品
管
理

の
悪
い
小
売
店
で
は
、
新
し
く
製
造

し
た
も
の
と
一
緒
に
売
っ
て
い
る
と

の
答
。
そ
こ
で
、
小
売
店
に
対
す
る
指
導

の
強
化
を
申
し
入
れ
る
と
共

に
、
新
し
い
カ
ル
ピ
ス
と
取
り
換
え

て
も
ら
っ
た
―

買
う
前
に
一
度

消
費
者
相
談
を

今
ま
で
の
相
談
内
容
を
み
て
み
ま

す
と
、
苦
情
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
買

う
前
に
一
度
、
消
費
者
相
談
を
受
け

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で

は
、簡
単
な
商

品
テ
ス
ト
は
そ

の
場
で
で
き
ま

す
し
、耐
久
消

費
財
の
商
品
テ
ス

ト
結
果
も
用

意
し
て
あ
り
ま

す

。ど
な
た

で

も
、ど
ん
な
こ
と
で
も
受
け
つ
け
て

く
れ
ま
す
。相
談
は
、電
話
で
も
、

書
面
で
も
結
構
で
す
。

消
費
者
相
談
　
八
七
〇
-
一
三
〇
一

相
談
時
間

平
日
-
午
前
十
時
～
午
後
四
時

土
曜
日
-
午
前
十
時
～
正
午

商品 テスト 中

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
5
7
)

―
―
旧
梅
田
村
か
い
わ
い

そ
の
三
―
―

勝
山
準
四
郎

旧
道
の
石
不
助
尊
横
に
立
つ
遭
標
を
た
よ
り

に
、八
彦
尊
遭
を
西
に
進
む
と
、し
ば
ら
く
し
て
明

王
院
の
門
前
に
出
る
。大
き
な
い
む
よ
う
老
樹
が

目
じ
る
し
で
あ
る
。八
彦
尊
の
初
は
、寺
の
本
堂
横

に
あ
り
、小
さ
い
け
れ
ど
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

子
育
て
と
咳
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、柯
に
も
咳

止
め
の
護
符
の
あ
る
こ
と
が
貼
紙
さ

れ
て
い

る
。災

害
や
病
気
の
際
は
神
仏
に
祈
願
す
る
よ
り
外

に
道
は
な
か
っ
た
昔
の
人
の
心
か
、
今
も
ち
ゃ
ん

と
引
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
明
王
院
は
土
地
で
は
赤
不
動
の
名
で
親

し
ま
れ
て
い
る
か
、開
基
は
古
く
、源
頼
朝
の

叔
父
に
当
る
志
太
先
生
(
せ
ん
じ
ょ
う
=
官
名
)

義
広
が
、
祈
願
所
と
し
て
草
創
し
た
も
の
と
伝
え

て
い
る

。
義
広
(
別
名
薩
憲
)
は
保
元
の
乱
後
、

常
陸
国
に
流
罪
と
な
っ
た
身
で
あ
る
か
、
ど
う
し

て
こ
の
足
立
の
地
に
住
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る

。

義
広
は
こ
の
後
も
数
奇
の
連
命
を
た
ど
り
、
木

蝣
義
仲
に
つ
い
て
宇
冶
川
で
頼
朝
勢
に
敗
れ
、
遂

に
は
伊
賀
国
千
戸
(
せ
ん
ど
)
に
て
死
去
し
て
い

る
。
こ
れ
は
史
書
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。

武
蔵
風
土
記
稿
に
も
寺
の
緑
起
が
る
る
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
や
や
こ
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
そ
の
原
本
は
、今
も
寺
に
残
る
元
禄
六
年
(
一

六
九
三
)
快
尊
和
尚
の
記
述
し
た
緑
起
書
で
あ
る

。

そ
れ
に
よ
る
と
義
広
の
孫
義
純
が
再
ぴ
当
地
に

来
て
閑
居
し

、
更
に
そ
の
孫
久
広
が
天
満
天
神
を

勧
請
し
て
、当
寺
の
側
に
奉
杞
し
、天
神
様
の
紋

所
「
梅
」
に
ち
な
ん
で
梅
田
氏
と
改
姓
し
た
と
伝

え
て
い
る

。
そ
し
て
村
名
も
梅
田
村
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

。
村
名
の
起
り
と
し

て
は
至
っ
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

。

梅
田
氏
は
そ
の
後
も
づ
っ
と
こ
の
地
に
居
住
し

て
い
た
が
、義
広
か
ら
数
え
て
二
十
一
代
目
の
久

義
の
時
、な
ぜ
か
京
都
に
上
り
、そ
れ
か
ら
丹
波

国
に
移
り
住
み
、梅
田
村
に
は
再
び
帰
ら
な
か
っ

た
と
云
う
。
先
の
緑
起
書
に
は
「
後
柏
原
院
の
御

宇
永
正
の
頃
(
一
五
〇
四
)
諸
国
兵
乱
の
時
、
梅

田
太
郎
左
衛
門
尉
久
義
、
所
以
有
り
而
し
て
上
京

し
丹
波
国
に
居
庄
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る

。

当
院
の
本
尊
は
お
不
助
様
で
あ
る
か
、つ
い
こ

の
間
ま
で
は
、山
門
を
入
っ
て
右
手
の
奥
の
不
動

堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。建
物
が
赤
く
塗
っ
て
あ

っ
た
の
で
赤
不
動
と
呼
ば
れ
た
と
言
う
。風
土
記

稿
に
も
「縁
あ
り
て
弘
法
大
師
一
刀
三
礼
の
像
を

得
た
り
。こ
の
像
長
さ
三
尺
二
寸
、大
師
四
十
二

才
の
時
、厄
除
祈
願
の
為
作
り
云
々
」と
由
来
を

記
し
て
い
る
。今
は
新
本
堂
内
に
秘
仏
と
し
て
安

置
さ
れ
て
い
る
が
、霊
顕
あ
ら
た
か
な
仏
と
し
て

村
民
は
も
ち
ろ
ん
近
在
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た

も
の
で
あ
る
。江
戸
時
代
に
は
出
開
帳
と
し
て

、市

内
に
出
張
し
て
恵
を
わ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

武
江
年
表
明
和
二
年
(

一
七
六
五
)
乙
酉
の
項

に
、
「
七
月
五
口
よ
り
、
回
向
院
に
て
、
梅
田
村

不
動
尊
開
帳
」
の
記
事
か
あ
る
。

更
に
当
院
に
は
寺
宝
如
恵
輪
観
音
像
が
あ
る

が
、尊
容
も
豊
か
で
あ
り
、胎
内
の
墨
書
か
ら
応

安
二
年
(
一
三
六
八
)
造
像
の
こ
と
も
は
っ
き
り

し
た
の
で
、去
る
昭
和
四
十
六
年
都
重
要
美
術
品

の
指
定
を
受
け
た
。区
内
で
は
三
体
の
一
つ
で
あ

る
。(

つ
づ
く
)

明 王 院

よ
い
青
少
年
を

育
て
よ
う

●
青
少
年
指
導
者

一
般
研
修
会

子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
願
い
、地
域

に
お
け
る
子
ど
も
会
活
動
を
ど
う
育
て

て
い
く
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
-
十
月
二
十
六
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
～
四
時

◇
会
場
-
区
立
第
十
中
学
校

◇
研
修
方
法
-
講
演
と
話
し
合
い
(
分

科
会
形
式
)

◇
分
科
会
テ
ー
マ

①
子
ど
も
会
と
青
少
年
対
策
地
区
委

員
会
と
の
関
係

②
子
ど
も
会
と
町
会
、
自
冶
会

③
子
ど
も
会
と
学
校
お
よ
び
P
T
A

④
子
ど
も
会
は
だ
れ
か
育
て
る
の
か

◇
申
込
み
期
限
一
十
月
二
十
三
日
(
水
)

◇
問
い
合
わ
せ
先
-
区
教
育
委
員
会
青

少
年
係

●
善
行
青
少
年
の

ご
推
せ
ん
を

み
な
さ
ん
の
住
む
地
域
内
で
、
よ
い

行
な
い
を
し
た
青
少
年
が
い
ま
し
た
ら

ど
し
ど
し
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。
区
で

は
そ
の
よ
う
な
行
な
い
を
ほ
め
た
た
え

さ
ら
に
よ
い
社
会
人
と
し
て
成
長
す
る

よ
う
は
げ
ま
し
、毎
年
け
ん
彰
状
と
記
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

推
せ
ん
対
象

①
行
為
基
準
…
〇
勇
気
や
親
切
を
示

し
周
囲
を
明
る
く
し
た
　
〇
公
徳
心
を

高
め
た
　
〇
自
立
心
に
富
ん
だ
行
な
い

〇
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認
め
ら
れ
る

行
な
い
(
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
す
る
行

な
い
)

②
対
象
…
区
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
十
八
歳
未
満
の
方

推
せ
ん
方
法
-
地
域
内
の
学
校
・
職
場

・
団
体
な
ど
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
候
禰

者
を
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
が
ま

と
め
で
区
長
あ
て
に
提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先
-
区
教
育
委
員
会
青
少

年
係

推
せ
ん
期
限
-
十
一
月
十
六
日

(
け
ん
彰
式
は
、
十
二
月
下
旬
の
予
定
)

児 童手 当法改正
支給額、名称が変わりました

十
月
一
日
か
ら
児

童
手
当
法
お
よ
び
足

立
区
児
童
手
当
条
例

か
改
正
さ
れ
、名
称
、

種
類
お
よ
び
支
給
額

が
次
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

1
、
国
か
ら
支
給
さ

れ
る
児
童
手
当
は
、

名
称
は
そ
の
ま
ま
で

支
給
額
が
四
千
円
に

変
わ
り
ま
す
(
改
正

前
は
三
千
円
)

2
、都
か
ら
支
給
さ

れ
る
手
当
は
、手
当
の

総
称
が
児
童
手
当
か
ら
児
童
育
成
手

当
に
変
わ
り
、
種
類
と
支
給
順
が
下
表

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
(
な
お
、各
種
手

当
に
該
当
す
る
時
も
、各
々
の
合
算
額

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。)

改
正
後
の
手
当
支
給
は
、昭
和
五
十

年
二
月
期
振
込
分
以
降
と
な
り
、受
給

者
に
は
自
動
的
に
改
正
後
の
支
給
額
に

よ
り
振
込
み
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
受
け
る
方
(
三
人
目

の
生
ま
れ
た
方
)
は
、
自
分
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
手
当
を
振
込
み
ま
し
た

昭
和
四
十
九
年
十
月
期
支
払
分
(
昭

和
四
十
九
年
六
月
～
九
月
分
)
の
児
童

手
当
金
を
、
十
月
十
二
日
に
あ
な
た
の

指
定
し
た
金
融
機
関
に
振
込
み
ま
し
た

の
で

、
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
児
童
手
当
係

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
4
1
)

部
落
と
経
済
社
会
⑤

明
治
四
年
、
「身
分
解
放
令
」が

だ
さ
れ
、部
落
民
も
法
制
度
の
上
で

は
「平
等
」と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、実
際
の
差
別
は
む
し

ろ
強
化
さ
れ
た
。

政
府
は
鎖
国
に
よ
る
お
く
れ
を
取

り
も
ど
す
た
め
、
富
国
強
兵
政
策
を

と
り
軍
靴
等
の
必
要
性
か
ら
、
皮
革

産
業
に
も
力
を
入
れ
は
じ
め
る

。

し
か
し
こ
れ
は
、
部
落
に
対
し
て

援
助
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
大

資
本
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

細
々
と
営
な
ん
で
き
た
多
く
の
部
落

の
皮

革
業

者
を
圧
迫
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
部
落
に

強
制
し
て
き
た
役
人
村
と
し
て
の
下

級
司
法
警
察
の
仕
事
も
、解
除
し
た
。

こ
の
時
、武
士
に
は
当
時
の
金
で
一

億
七
、五
七
九
万
円
の
公
債
を
あ

た
え
て
(
年
利
息
だ
け
で
一
、一
六

一
万
円
)
生
活
の
保
障
を
行
な
っ
た

か
、都
落
に
対
し
て
は
一
切
の
保
障

を
行
な
わ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
苛
酷

な
納

税
や
兵
役
の
義
務
を

押
し
つ

け
、
放
り
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
欺
瞞
的
な
「解
放
令
」

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「部

落
民
を
も
と
の
身
分
に
も
ど
す
よ

う
」と
の
要
求
を
か
か
げ
、
「解
放

令

」
反
対
の
農
民
一
揆
が
お
こ
っ
た

の
で
あ
る

。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
一

七
七
六
九
)

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

申

請

受

付

中

足
立
区
内
に
居
住
す
る
満
二
十
歳
以

上
の
在
宅
の
障
害
者
の
方
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

□
該
当
す
る
方
(
障
害
の
程
度
)
…
①

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、二
級
の
方
　

②
愛
の
手
帳
一
度
、二
度
、三
度
の

方
　
③
脳
性
マ
ヒ
、進
行
性
筋
萎
縮

症
の
方

□
支
給
額
…
月
額
五
千
円
(
年
三
回
口

座
振
替
支
払
)

□
申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
(
③

に
該
当
し
て
手
帳
の
な
い
方
は
障
害

診
断
書
)
、障
害
者
本
人
名
儀
の
預

金
口
座
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)

※
昭
和
四
十
九
年
十
月
一
日
現
在
で
、

支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、昭
和
五

十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
申
謂
さ
れ

れ
ば
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
分
よ
り
手

当
か
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
受
付
は
区
役
所
援
護

係
へ
ど
う
ぞ
。

□
栄
養

教

室

日
時
-
十
一
月
十
一
日
～
十
二
月
二
日

ま
で
毎
週
月
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

場
所
-
東
和
保
健
相
談
所
(
東
和
四
丁

目
一
〇
-
三
)
　
受
講
料
-
三
百
円

(
テ
キ
ス
ト
代
)
　
定
員
-
二
十
五
名

(先
着
順
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、東
和
保

健
相
岐
所
　
六
〇
六
-
四
一
七
一
へ
。

掲
示
板

■
足
立
区
職
員
募
集

<
保
母
募
集
>

職
種
-
保
母
　
人
員
-
十
五
名
　
勤

務
先
-
区
立
保
育
園
　
資
格
-
保
母

資
格
の
あ
る
方
で
、四
十
歳
未
満
の

方
　
申
込
み
期
限
-
十
月
三
十
一
日

<
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
職
員
募
集
>

職
種
-
児
童
厚
生
　
人
員
-
若
干
名
　
勤

務
先
-
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
　
資

格
-
①
保
母
資
格
　
②
幼
稚
園
教
諭

免
許
　
③
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
教

諭
免
許
　
④
大
学
で
教
育
学
、心
理

学
等
を
履
修
し
た
方
で
上
記
の
う
ち

ひ
と
つ
に
該
当
す
る
四
十
歳
未
満
の

方
　
申
込
み
期
限
-
十
月
三
十
一
日

<
看
護
婦
募
集
>

職
種
-
看
護
婦
　
人
員
-
一
名
　
勤

務
先
-
千
葉
県
上
総
墺
養
鍵
学
園
　

資
格
-
看
護
婦
免
許
の
あ
る
四
十
歳

未
満
の
方

申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
履
歴
書
を

添
え
て
区
役
所
人
事
第
一
係
へ

■
献
血
に
ご
協
力
を

1
0月
の
献
血
日
程

二
十
九
日
(
火
)
　
竹
の
塚
駅
東
口

三
十
日
(
水
)
　
北
千
注
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で

。

■
定
期
予
防
接
種

対
象
-
昭
和
四
十
七
年
七
月
～
十
二

月
、昭
和
四
十
八
年
五
月
～
四
十
九

年
四
月
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
　
接
種

の
内
容
-
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ

き
混
合
(
破
傷
風
)
、種
痘
、小
児
ま

ひ
生
ワ
ク
チ
ン
　
実
施
月
日
お
よ
び

会
場
-
対
象
者
に
は
、く
わ
し
い
案

内
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、そ
れ
を

参
考
に
都
合
の
良
い
日
を
選
ん
で
も

寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
で
、通
知
の
届
い
て
い
な

い
方
や
今
ま
で
接
種
し
て
い
な
い
方

は
、
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
保
健
所
　
八

四
〇
-

五
一
四
〇
、
千
住
保
健
所
　

八
八
八
-
四
二
七
七
、
区
役
所
厚
生

課
保
健
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

初
心
者
講
習
会

日
時
-
十
一
月
十
一
日
(
月
)
～
十

三
日
(
水
)
午
後
六
時
三
十
分
　
会

場
-
区
立
第
九
中
学
校
体
育
館
(
梅
島

駅
下
車
徒
歩
三
分
)
　
対
象
-
区

内
に
在
住
、在
動
、在
学
(
高
校
生

以
上
)
の
方
　
定
員
-
百
名
　
参
加

費
-
無
料
　
申
込
み
先
-
区
教
育
委

員
会
体
育
振
興
係
(
千
住
仲
町
五
八
)

へ
直
接
か
(
ガ
キ
に
氏
名
、
年
齢
、

僅
所
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
青
年
の
集
い

足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
第
三
回
青
年
の
集
い
(
集
団
見

合
)
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
-
十
一
月
十
七
日
(
日
)
午
前

九
時
　
場
所
-
足
立
動
労
福
祉
会
館
　

申
込
み
期
限
-
十
一
月
五
日
(
火
)
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
-
協
会
々

長
・
百
目
鬼
喜
一
(
〒
一
二
一
足
立

区
六
月
町
二
-
二
三
-
一
一
　
八
八

三
-
三
七
五
四
)

■
足
立
西
清
掃
事
務
所

が
移
転
し
ま
す

十
一
月
十
一
日
(
月
)
か
ら
、
足

立
西
清
掃
事
務
所
が
次
の
よ
う
に
移

転
し
ま
す
。

新
住
所
-
足
立
区
東
伊
興
町
四
番
地

の
六
　
八
五
三
-
二
一
四
一
(
代
)

■
台
東
児
童
相
談
所

が
仮
移
転

台
東
児
童
相
談
所
は
、
庁
舎
改
造

工
事
の
た
め
、
十
月
二
十
一
日
か
ら

次
の
と
お
り
仮
移
転
し
ま
す
。

仮
移
転
先
-
台
東
区
東
上
野
五
-
六
-
三

八
四
二
-
三
五
四
一
～
三
お

よ
び
八
四
一
-
八
九
七
七
　
期
間
-

改
造
工
事
完
了
日
ま
で
(

昭
和
五
か

年
七
月
頃
の
予
定
)

■
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催

開
催
日
時
一
十
一
月
三
十
日
(
土
)

午
後
一
時
　
受
付
時
間
-
十
一
月
五

日
(
火
)
～
九
日
(
土
)
　
会
場
-

足
立
区
文
化
会
館
　
曲
目
-
自
由

(
七
分
以
内
)
　
部
門
-
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
・
一
般
　
申
込
み
先
-

区
教
育
委
貝
会
文
化
係

■
ご
注
意
を
!

最
近
、
高
校
生
風
の
女
性
が
〝
区

立
健
全
の
家
〟
名
入
り
の
箱
を
も
っ

て
、
西
新
井
地
区
を
各
戸
募
金
し
て

歩
い
て
い
る
と
い
う
通
報
が
あ
り
ま

し
た
。
〝
区
立
健
全
の
家
〟
で
は
、

こ
の
よ
う
な
募
金
を
行
な
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
(
区
教
委
・
学
務
課
)

■
軽
自
動
車
の
検
査

を
受
け
ま
し
よ
う

軽
自
動
車
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限

ま
で
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。期
限
ま
で
に
、
検
査
を
受

け
な
い
で
使
用
す
る
と
、
法
令
違
反

と
な
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
て
、
お
互
い
の
安
全

と
公
客
防
止
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ
は
、
軽
自
助
車
検
査

協
会
東
京
主
管
事
務
所
　
四
七
二
-

一
五
六
一
～
三
へ
ど
う
ぞ
。

■
健
生
委
相
談
員

大
会
を
開
催

日
時
-
十
月
二
十
九
日
(
火
)
午
後

一
時
　
会
場
-
足
立
区
文
化
会
館
　

発
表
-
二
中
、
十
六
中
ブ
ロ
ッ
ク
、

家
庭
教
育
委
、
学
寮
委
、
交
通
安
全

委
の
各
代
表
　
講
師
-
群
馬
大
学
水

杉
喜
輔
先
生

■
郵
便
貯
金
で

豊
か
な
く
ら
し
を

郵
便
貯
金
は
、
病
院
・
住
宅
の
建

設
な
ど
、
身
近
か
な
生
活
の
充
実
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
た
め
、
郵
政
省
で
は
「
豊
か

な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
を
十
月
い

っ
ぱ
い
実
施
し
ま
す
の
で

、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

<
小
学
生
>
宇
賀
田
透
、
笠
原
直
美
、

小
室
雅
昭
、
高
橋
里
江
、
安
井
美
里
、

高
檎
伸
行
、
鳥
田
真
紀
、
岩
見
晋
介
、

小
倉
洋
介
、
塚
田
徹

<中
学
生
>
坂
本
良
江
、
松
下
保
、

清
野
道
子
、
六
笠
比
文
、
山
本
雄
一

な
お
、
入
選
作
は
十
月
二
十
八
日

か
ら
十
一
月
二
日
ま
で
一
週
間
、
区

役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
身
障
者
体
育
祭

日
時
-
十
一
月
三
日
(
日
)
午
前
九

時
三
十
分
　
場
所
-
区
立
第
九
学
校

校
庭
(
梅
島
駅
下
車
二
分
)

お
礼
次
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

▽
教
育
施
設
充
実
に
　
㈱
日
立
製
作

所
(
千
代
田
区
九
の
内
一
-
五
-
一
)

▽
育
英
資
金
に
岡
田
昭
五
(
千
住
五
-
二
一

)
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